
19/3/25 15：22 名古屋城石垣部会終了後の名古屋市会見 

（名古屋市民オンブズマンによるメモ） 

 

名古屋テレビ：天守解体計画 石垣部会 

 十分意見をいただけたか 

  

西野：十分意見をいただいた 

 

名古屋テレビ：一部委員「机上の空論」 

 

西野：文化庁に伝える 

  

名古屋テレビ：十分検討したのか 

 

西野：市としては急ぎ天守を解体する 

 文化庁に申請する 

  

ＣＢＣ：来月部会を開くつもりは 

 

西野：本日の意見を持って 

 

ＮＨＫ：厳しい意見をもらったことについては 

 

西野：石垣の調査、方針の検討 現時点で十分とは思っていない 

 先生の意見をいただいて 

 解体 調査検討が不足している中で、安全性という面で難しいのではないか 

 私どもとしては調査データ、工法が影響の小さいものである 

 天守閣をそのまま放置するわけにはいけない 

 石垣のモニタリングをしながら石垣を傷つけずにしたい 

  

ＮＨＫ：ボーリング調査をもとに 

 トレンチをやっていない 戦災ガラは大丈夫か 

  

西野：工法の中で、軽量盛り土 養生をやっていく中で影響を与えない 

 考えてきた 文化庁に出していく 

  



ＮＨＫ：踏まえて変えることはあるか 

 

西野：変えることはない 

 文化庁には意見をつけて出す 

  

記者：今日の先生の意見 文化庁は認めないのではないか 

 文化庁は認める自信があるのか 

  

西野：決めるのは文化庁 

 

記者：5 月解体許可がでなければ、天守完成に影響が出る 

 どうなるか 

  

西野：スケジュール 議会でも説明した 

 許可がでればあらためて工程を組んでもらう 

 5 月許可がどうかでお答えができない 

  

記者：文化庁が申請を受理しないという可能性は 

 

西野：わからない 

 留意事項をいただいて、申請をしている 

  

記者：「文化庁から突き返される」 

 出される可能性 

 文化庁、石垣部会との信頼関係を壊すのでは 

  

西野：名古屋市の立場 耐震性の低い建物 

 学校など 

 木造復元方針をいろいろアンケートをとりながら作ってきた 

 その中で耐震性のない 老朽化していくだけの天守閣をそのまま放置していくわけには

いけない 

 

時間なので石垣部会の会見を行う 

 

--------  

15：30 



石垣部会記者会見 

 

名古屋テレビ：部会を経て、名古屋市と意見がかみ合っていない 

 名古屋市に何を求められるか 

  

北垣：かみ合っていないではなく、基本的に石垣部会の立場 

 本質的な価値 石垣を保全していく 

 会議をやっている 

 どこまで現場として理解してやっていただくか それ以外ない 

 これまで進めている 

 これからも誠意をもってやらせていただいている 

  

ＮＨＫ：端的にどう受け止められたか 

 

赤羽：端的に言って乱暴である 

 文化財 名古屋城の本質的な価値は土木工事 

 石垣・堀・土塁 

 デリカシーを守って後世に伝えるべき 

 手順をしっかり押さえてほしい 石垣部会の切なる願い 

 

ＮＨＫ：その願いの中で今日の報告は  

 

赤羽：届いていない 

 おととしくらいから同じテーマで話し合っているが、 

 変わった方向性が私どもに届いていない 

 残念さ、無念さ 

  

中日：今回の計画では、文化庁 前提が整っていない 

 名古屋市はそれでも意見を付して 

 どう受け止めているか 

  

宮武：申請すれば受理しないといけない 

 許可されるかどうか 

 文化庁としては、保存されるか 

 文化財として保存 

 部会として担保出来なくても、申請は可能 



 文化庁がどう考えるか 

  

千田：現状変更をする際、発掘調査して、地表・地下  

 石垣についてもいかに保全できるか 次の時代に伝えられるか 

 現状変更の中に織り込まれているか 

 有識者委員会を作って、十二分に検討されて、有識者と一致して 

 文化庁に提出して、現状変更で検討して判断される 

 記者から見ていただいたように、名古屋市から現天守を 

 解体するという新議題があった 

 議事 埋蔵文化財 当然すべき調査、検討、保全方法 

 十分行っていない、検討していないことが明らかになった 

 その状況で文化庁に提出するのは名古屋市のご判断 

 文化庁がどのようにご判断するか、一般的には推測ができる 個人的に思う 

  

記者：赤羽先生「担当者が次々とやめられている このままでは死にますよ 指摘」 

 

赤羽：発掘調査は大変  

 担当者が少ない お城調査が何件かある 

 「このままだと死にますよ」   

 オファーがある 相当ストレスがかかる 

 個人的理由 家族理由 

 職場としてフォローがあれば変わったかも 

 皆さん 発掘調査担当者が少ない 

 フォローする職場環境が整っていない 

  

千田：聞かれていないが、 

 竹中「唯一の方法だ」跳ねだし加工 

 大原則からすれば、名古屋市の調査 天端まで江戸時代の石垣が残っているのが 

 明確になったので、石垣部会として許容できない 不可能である 

 文化庁も宮武先生 「議論に値しない」復元提案 

 これまで提案 木造復元が基礎のところで成り立っていない 

 ゼロからやり直すしかないのではないか 

 コンサル 石垣部会の議論の中で大小天守台 いかに保存するか助言するか 

 アドバイザー 明確になった 

 石垣部会の決定と異なってアドバイザー 対立する提案 

 名古屋市が判断 過去もあってはならないし、今後も絶対あってはならない 



 審議するのは石垣部会 過去もこれからもそう 

 今後具体的な調査成果を検討する際に重要 ご了解を 

  

宮武：跳ねだし 石垣部会で検討していない 

 是か非か議題に上がっていない 

 江戸時代特別史跡があって、それを外して基礎を作るのはあり得ない 

 国宝の仏像があって、箱にはいらないから指を切るようなもの 

 上部を動かしたり、基礎を作るのは文化財保護法 

 文化庁がだめと言ったわけではない 

 案の是非云々の前に、現状変更はあり得ない  

    

 


